
前に二足jL･行の訓緋がほどこしてある｡これらのjS･行と

ヒト及びイヌの非行について耶=7;･らが枕黙した紡RLとな

比校榔寸した｡

fnr<mの二足渉行には珊ないし生三枯枝式によると.lilわ

れるiYミグtt.･が認められる｡=･ホソザルの･)Jj行は窮氾-Jj向分

力が一昨性であることが多く渉[3..11が大きい.これらは一

見ヒトの先行に似ており,)ト足で安定して立つことのな

いせわしい)S･きソjな7Tlしている.クモザルとチソバソジ

ーはヒト･)B行と同じ=咋性の垂直分力を持つが,後方へ

のけり山 し分力は多略性で, なめらかな運動を示さな

い｡これらのIY主脚 土二足ないし一足による体の支持の動

rrtJ溌延牡とrT)口述し.祁ないし生活様式の差による安定性

への適応のiiY':な示すと考えられる.ただし3頭のニホソ

ザルには個体差がかな りみられる.今紋同一郡における

ジ三助個体数を増すことと,旬の数を和すことが必変であ

る｡

四足歩行においては柘四が折柄したごとくfRF<折は他

の四足秋とは前後肢の荷_Fi分1lJ-がblらなるo三分力ともに

前肢より後肢が大きいo前校-1)'向分力において前波は主

に制動をなし,枚版は主にけり出しの力を出している.

これらはEU<折の前校肢の械憎分化が進んでいることを

示すと考えられるo

霊長類下肢骨格筋の筋線維構成に関する研究1)

描 口m一郎 (昭和大 ･医)

屈長持上肢骨格筋の筋線維構成に関す る研究l)

公木壮太郎 (同 上)

サルの骨格Jmの机軌耶伐をヒトのそれと比較検討する

ために,カニクイザルのr<rJ]転M,銃工筋,紬J汎 上腕

二頭筋,駒川乳突筋及び伯爪肪各10側の筋腹統怖両につ

いて,机軌耶成比.筋締総数及び筋緑維径を調べた｡

Wr両における筋線維と排台約校との両駅比を見ると,

筋線維比は81.20/.(舶STi孔次肪)から750/Q(縫工筋,蒋

筋)の関にあり.これを脱FI筋についてのヒトの観察例

と比校すると,その爪鵡川 (18-19才.20才代)よりも

低い｡

梯Wr両における筋馴 作総 数は的 禿例小.上腕二gL筋

(平均 :103,009)が攻も多く,他は32,OW～33,000(駒

銑乳突筋,腹厄筋,長内転J筋.苅肪)からそれ以下であ

る.而して,各所についてその涙苅偶と放伐伯の比から

見た変異の巾は上腕二頭筋が最も大である｡また.ヒト

の対応する筋と比較すると各筋共ヒトよりもgT･るしく少

なく,サ′レの平均値はヒトのそれよりも腹位肪及び上腕

二頭筋では1/2,駒跳乳突筋では1/3,長内転筋では1/0,統

二筋では1/Oであ り,下肢でその差が大なる即が認められ

る｡

lrnm2中の筋線維数をヒトの対応する筋と比校すると,

各筋非 1mm2小の肪緑tlf三次はサルの-))-が大であり,比探

した筋の小でF<内聡JV汲 び抗二筋では上腕二流筋及び舶

跳乳突先別こくらべてヒトとの凸が;7Yるしく大である｡

筋線維の閉校なヒトの対応筋と比校するに.上腕二田

筋では各々28F▲TJIL校で鴨々相称しいが.約m乳突肪及び

共内転筋ではサルのJJ'がヒトよりも小であり,抑 こ校歌

ではその誰がラ守るしい｡また,収前節についてもヒトの

)rli盛糊 (20才代)のそれよりもサルの方が小である｡

以上密約するにサルの骨格跡 土一般にヒトにおけるよ

りも節介机扱成分が多く令まれるが.肪緑t.ff_pこついては

ヒトよりも噺mrlTの総数は少な くて 1mm2fflの肪緑紙数

は多くかつ肪緑州.掛 土中であり.この仰向は抑 こ下肢筋

で要るしいと云 う叫ができる｡

設定課題 3.霊長類の生理的適応に関する研究

霊長類の発汗械能に粥す る比較生理学的研究2)

中山昭雄 (名大 ･医)9)

掘 菅朗 (絹本大 ･体質医研)

只木英子 (金城学院大 ･家政)

原田温子 (絹本大 ･体Ti医研)

この研究はm和481F･5月,7月,8月に日本ザル3匹

(榊奇12,78,78old)とカニクイザル1匹について行

なった｡

1)同研究却 ま共同して研究し,一つの報告円にまとめ

た｡

2).rt介符ジ王(Enr<研)･鈴木TE利 (名大 ･医)･四FB晃

(田立所出訳)との共同研究.

3)現在の所属 :阪大 ･医

1) 日本ザルの苑汀について

一般体表面の花押･は虫阻40℃においてもほとんど増加

しない.しかし皮Tq (帆 汎 大腿)を局所的に加温す

ると,皮研阻38●C以上で2-3分の河畔で汗油が出現す

るのな和P]･前lji法で認めた｡

手準両は室温29●Cでも発汗している.この発汗は下肢

に加えたTE気刺激によっては増加しなかったが,室弧を

上昇させると,それに比例して増加した｡しかしこのと

き手掌皮膚温も上昇した｡

2) 視床下部加温冷却の効果

あらかじめ3本の熱極を視床前野田城に恨性的に抑込

んだサルについて,壷阻17,26,31●Cにおいて視床下部

を加温冷却し,代謝と皮横取変化を祝祭した.一秒 こ加
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